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《 研 究 主 題 》

個別最適な学びと協働的な学びの
実現に向けた授業づくり

～1年次～

白老町立白老小学校　4年　前田 有凜

（１） 学習指導要領の趣旨
（２） 個別最適な学びと協働的な学びのおさえ
（３） ICTの活用に関する基本的な考え方



　令和３年１月26日に、中央教育審議会から「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して〜全

ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現〜」という答申が

出されました。

　また、令和３年３月に、文部科学省初等中等教育局教育課程課から「学習指導要領の趣旨の

実現に向けた個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に関する参考資料（令和３年３月

版）」が出されました。

　本研究所は、「胆振管内の教育の進展に寄与する」という目的に迫るため、所員が研究委託校・

実践校の研究に参加をさせていただいております。学校訪問の際、「今、学校に求められている

ことは何か」、「現場が求めていることはどんなことか」を私たちは大切にしています。

　昨年度までの３年間は、学習指導要領が小中学校で全面実施を迎えることから、「主体的・対

話的で深い学びの実現を目指した授業づくり」に焦点を当て研究に取り組んできました。「主体

的・対話的で深い学び」とはどういうものなのか、授業者としてどのような視点で授業改善を

進めるべきなのか、単元等を通して迫るとはどのようなイメージなのか、その評価はどうある

べきなのかが、現場の求めているものだと考え、3冊の紀要にまとめました。

　昨年度末、冒頭の答申と参考資料の発出を知って、「『主体的・対話的で深い学び』のほかに『個

別最適な学び』や『協働的な学び』もやらなければならないの」と思った先生方もいるのではな

いでしょうか。しかも答申は92ページ、参考資料は38ページあります。読み込んで理解する

にはかなりの時間を要します。

　そこで本研究所は今年度から3年間、「個別最適な学びと協働的な学びの実現に向けた授業づ

くり」に焦点を当て研究に取り組むことにしました。個別最適な学びや協働的な学びについて、

現場が求めていることに応えられるような内容を目指して取り組んでいきたいと思います。お

気付きの点やご意見等がございましたら、どうぞ教えてください。皆様のお力をお借りして、

私たちも成長していきたいと考えています。どうぞよろしくお願いいたします。

　終わりになりますが、本研究の推進にあたり、ご指導とご協力をいただきました胆振教育局

をはじめ、各市町教育委員会並びに各市町教育研究会の皆様に深く感謝申し上げ、研究紀要発

刊にあたっての挨拶といたします。

「現場主義は、本研究所の魂です」

胆振教育研究所長　 立　花　和　実

≪巻頭言≫
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立　花　和　実

個別最適な学びと協働的な学びの実現に向けた授業づくり

〜1年次〜


